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イスラームにおけるスピリチュアリティの概念

イスラームのスピリチュアリティを語る前に、他の宗教
や哲学との違いを明確に理解することが重要です。そう
しなければ、イスラームの霊性が単なる「心と物の二元
論」を超えるだけでなく、人生における統一と完全性の
核心であることを理解するのは難しいでしょう。

肉体と魂の対立
多くの宗教や哲学は、身体と魂を完全に分離し、二者は
相反するものと考えてきました。身体は魂の牢獄であり、
魂の成長を妨げる枷であるとされ、結果として世界を「
物質」と「精神」に分ける傾向が生まれました。
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物質世界を選ぶ人々は、精神性を不要とし、快楽や物
質的な満足だけを追い求めます。社会生活・政治・文
化の全てから精神性が切り離され、不正や横暴が蔓
延します。

一方で、精神世界を選ぶ人々は、物質的なものを忌避
し、禁欲と自己抑制の生活を選びます。山奥で隠遁生
活を送り、思索に耽ることで精神の成長を求めます。
隠遁せずして精神的発展が可能だとすれば、それは
彼らにとって空想に過ぎません。

このような「肉体と魂の分離」は、人間を2つの極端な
進化へと導きます。すなわち、動物のような生き方に
退化するか、超常的な力を追い求めて非人間的な能
力を開発しようとする方向です。
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イスラームの霊性の本質

イスラームの霊性は、これらの考え方とは本質的に異
なります。
 人間はアッラーの地上における代理人（カリーファ）
であり、地上で責任と義務を果たす存在です。そのた
めには、魂と身体が協力し合って、アッラーの命令に
従わなければなりません。

身体は魂の成長を妨げるものではなく、むしろ魂を育
てるための訓練の場です。この世界も、魂に対する罰
の場ではなく、義務を果たすためにアッラーが遣わし
た場所です。
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したがって、霊的な成長は身体や物質世界を切り離
しては実現できません。人は社会に積極的に関与
し、自分と周囲に善を尽くすべきです。それ自体が“
試練”なのです。

人生とは一つの試験であり、その試験問題は家庭、
親族、隣人、社会、市場、職場、学校、裁判所、警察、
議会、戦場など、あらゆる場面に現れます。白紙で提
出すれば、試験に不合格となります。全力で解答し
てこそ、成功と成長が得られるのです。
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現実に根ざした霊性

イスラームは修道士のような隠遁生活を否定し、物
質と精神のバランスを重視します。現実逃避ではな
く、現実の中で生きながら精神性を養うべきだと教
えています。

真の霊性は、現実社会の中でこそ育まれるものであ
り、俗世を離れた静寂の中での修行によって成し遂
げられるものではありません。
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霊性の評価基準
では、イスラームにおいて霊的な成長や退化はど
のように判断されるのでしょうか？

答えは明確です：

 人間はアッラーに対して責任を負う存在であり、アッ
ラーから与えられた能力と資源を用いて、その責務を
果たさなければなりません。人との関わりの中での言
動も、アッラーの喜びに沿ったものであるべきです。

すべての行為は、アッラーの御心に従ってなされ、責
任感・謙虚さ・服従心・誠実さをもって行われるべきで
す。アッラーに近づこうとするその努力こそが霊的な
成長であり、怠慢や背きは霊的な衰退を意味します。
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宗教と現世の統合

イスラームでは、「宗教的生活」と「世俗的生活」は
分離されません。すべての分野において、宗教人は
むしろ世俗人以上に熱意と責任を持ち、積極的に
家庭・社会・国際社会に関わるべきです。

人の行為は、アッラーとの関係性とその意図によっ
て評価されます。もしその行為が「アッラーへの責
任」に基づくものであれば、その言動も聖性を保ち、
アッラーの法に沿ったものであるべきです。
一方で、世俗の人がアッラーと精神性に無関心であ
るなら、その物質的な人生には霊的な光が欠けて
いると言えるでしょう。


